
１　経済動向に係る企業等の声（10-12月期）

 

地域の経済動向（令和6年10-12月期）
《道央（空知・石狩・後志・胆振・日高）地域》

 

【建設業】 

・ 電気工事が主であるが、半導体工場関連、公共インフラなどのほか、管内ではリゾートエリアの開

発に関する受注が増えている。(電気工事業)  

・ 受注は増加傾向にあり業務量は増える一方であるが人員が足りておらず、現場は逼迫している状況。 

(電気工事業)  

・ これまでは工業系の高校や大学に採用活動を行っていたが、道内全域転勤などの要件を若年層が敬

遠し、近年は応募が少なく採用予定人数を満たさない状況。工業系の学生の確保が困難となっている

ことから、普通科高校の学生も採用している。 (電気工事業)  

 

【製造業】 

・ 観光入込客数に大きく寄与していると思うが、３割を占める道外客も含めて大半が札幌などからの

日帰り客であることから、宿泊施設とカフェやレストランとの相乗効果を期待している。 

海外事業については、台湾に店舗があり、中国へは越境 ECで販売。今後は韓国への進出も検討して

いる。 

物価高騰が大きな負担となっているが、中⾧期的な物価の見通しが立たないことから、製品価格へ

の転嫁に躊躇している。（食料品製造業） 

・ 昨年より売上は伸びているが、いまだコロナ禍前の水準まで回復していない。EC サイトでも販売し

ているが、売上の大半は百貨店、量販店、土産物店が占める。またエネルギー価格や包装資材を含む

原材料価格が高騰し、カカオ豆の仕入価格は約４倍になった。当面は道外など新規事業に着手せず、

コロナ禍前の水準まで売上を回復させたい。また⾧期的な労働人口の減少を見据えてコロナ禍前に製

造ラインのロボット化に設備投資しており、ロボット化で人手不足は深刻化していない。（食料品製

造業） 

・ 道内向けに、冷凍できない洋生菓子と和生菓子を製造しており、繁忙期は、クリスマス、年末年始、

バレンタインデー、ひなまつり、ホワイトデーと冬季に集中している。コロナ禍で急成長し、コロナ

終息後も需要は安定している。当工場の工程は手作業が必要なのでロボット化は困難だと認識してい

るが、本社工場ではロボットが実装されているので、導入のノウハウはある。（食料品製造業） 

・ 学校給食の米飯の製造を行っているが、年々学生の人数が減少しているため売上が低下している。

（食料品製造業） 

・ 昆布は海水温の上昇及び悪天候のため、出漁の回数が昨年の半分以下で水揚げ量が少なく、価格が

高騰している。従業員は不足しているが、閑散期が発生するため正社員での雇用が難しく、パートで

の雇用は中々見つからない上、採用しても作業に慣れずに直ぐに辞めてしまう。（水産加工場） 

・ 創業以来毎年、前年比 150%の売上を上げている。主な取引先は卸売業者だが、EC 市場への参入を検

討中。昨冬の繁忙期はタイミーにより１日 40 人を確保して乗り切ったが、人件費負担が大きかったの

で、今冬に向けて梱包作業用ロボットを導入した。人員数は不足していないが、経営目線で工程管理

ができる高度人材を確保したい。（製造業） 

・ 工場では、中高年の女性を主な購買層とするとする美容系商品を製造しており、コロナ禍の直前ま

で売上は好調だった。コロナ禍後は復調傾向にあるが、電気加熱の工程があり、月 500 万円の電気料

金は大きな負担となっている。広大な工場ではあるが機械化しており、人手が必要なのは充填や検品

など一部の作業のみ。（製造業） 

・ 売上は昨年度と同水準で推移。複雑な工程を要する部品の製造が増えている。切削油や電装部品は

高騰による影響が特に大きいが、必要量を確保することが困難であった一昨年と比較すると、調達状

況は改善している。精密部品を取り扱っているため、作業工程を今以上に自動化することは困難だが、

帳票管理にバーコードを導入するなど省力化の取組みを行っている。 

高卒は、平日かつ昼間のみの勤務形態で採用を行っており、道北道東も含めた学校訪問などを行っ

ている。（製造業） 



・ 冬場が繁忙期のため求人を行っているが集まらない。短期のバイトは従業員が教える手間があるた

め、派遣会社だけでの対応を考えている。（製造業） 

・ 人手不足はないが、従業員の高齢化が進んでいるため新規採用を積極的に行っている。採用に当た

っては合同企業説明会への参加、高校との交流、会社 HPの更新、高校生向け新卒採用情報サイトに企

業情報の掲載などをしている。(製造業)  

・ 近年、タイ国内のローン審査が厳しくなり、車を簡単に買えなくなったことでタイ市場が落ち込ん

でいた。しかし、2023 年の後半期からは徐々に持ち直し、今年の上半期の売り上げも増加傾向にあっ

た。（製造業） 

・ サケの漁獲量も減少しており、鮭のつかみ取りイベントは量が確保できないため、オオズワイガニ

釣りに変更された。（商工会） 

 

【卸売・小売業】 

・ 夏場の高温の影響で野菜・果実が高騰したことから販売に苦慮し、売上げは前年並み。価格転嫁は、

従業員の賃上げを図るため調整し、ほぼ納得してもらった。（卸売業） 

・ 仲卸業者のほか、量販店と直接取引があるが、量販店には、パッケージセンタ－（パート従業員を

配置）で、すぐに消費者に売れるよう、小分け・加工パッケージした商品を売っている。パッケージ

センターを設置し、良かったと考えている。（卸売業） 

・ 大手量販店本部による農家との産地直送契約が増えており、当社を経由しないため売上及び利益は

年々下がっている。大手量販店の拡大で地元の小売店が減っていることから、地元で収穫された農産

物を外に売って稼ぎたいが、当社に農産物を卸していた農家が、高齢化の影響により減少しており仕

入れも厳しい状況。（卸売業） 

・ もう少し従業員がいると運営にも余裕があるが、雇用するだけの収益増が見込めないので、現状維

持となっている。従業員は 65歳以上が多く高齢化している。取引先も、多くは年配者。（卸売業） 

・ 札幌への物流のためトラック輸送を委託しているが、燃料代や人件費高騰に伴う値上げ要請があり、

コスト増になっている。売上確保のため、地元農産物であるアスパラと夏いちごの取扱いを増やして

いきたいが、温暖化の影響や就農者が増えないなどの要因で、思うように取扱いが増えない。（卸売

業） 

・ 今年は昆布が不漁で昨年の 1/3 程度の量であったが、昆布は乾燥させれば１，２年は在庫を持てる。

当社は昨年捕れた在庫をしっかり確保しており、今年は販売価格が２倍以上高くなっている分、利益

につながっている。経営面は今後の対応も万全だが、今後もこの地域で昆布が捕れるかどうかが一番

の懸念。利益が前年よりも上がっているので、物価高の経営への影響はあまり感じていない。（卸売

業） 

・ パート社員は 103 万円の壁で働き控えをしてしまうこともあり、人手は足りていない。時給は他社

より高くしていることもあり、遠方から働きに来てくれる人もいるが、ハローワークに求人を出して

も人はなかなか集まらない。（卸売業） 

・ 取引先から HACCP の衛生管理を求められるようになり、3 年ほど前に取得した。他社が行っていな

い細かな衛生管理にも、従業員は対応してくれている。HACCP 取得にはお金もかかったが、管内で取

得しているのは、現状では当社だけなので、道外から取引したいという話も多く、取得して良かった。

（卸売業） 

・ 商品の 95%は道外へ出荷しているが、地域の物流が弱くなってきており、非常に苦慮している。運

送事業者に直接依頼して、コンテナ輸送をしてもらっている状況。（卸売業） 

・ 全体的に売上げは増加しているが、仕入れ価格の上昇や人件費等の増加により、利益は前年並みか

若干の減少。コロナ禍前まで毎年増加していた売上げもコロナを機に激減したが、今は回復している。

冬季は野菜が減るが、冬でも栽培・販売できるよう市がハウス栽培の補助事業を新設した。（小売業） 

・ 赤潮と温暖化の影響でここ２～３年、管内で魚が捕れず、釣り人も減ってしまっている。町内に釣

具店が３軒あったが、ここ５年で当店だけになった。仕入れ価格は上がっているが、売価に全て反映

している。売価が上がっても、専門的な商品で競合店も少ないので、値上げによる客離れは無い。（小

売業） 

・ 大型スーパーが新設されても、野菜や魚など地元の食材をあまり取り扱ってくれていないため、市

内の各事業者へあまり波及がされていないのが現状。（商工会議所） 



 

（道央） 

 

【運輸業】 

・ 旅客、貨物の海上輸送を行っている。旅客はコロナ禍で落ち込みがあったものの、貨物に関しては

コロナ前後で大きな変化はないが微増といった状況。貨物の内訳は、本州発便は主に宅配貨物、日用

品、衣類で、北海道発は農産物、牛乳、バター等が主である。最近は半導体工場に関連した資材等の

輸送も増えてきている。(運輸業)  

・ 運輸業、港湾荷役業、作業請負業などを行っており、受注量は横ばいだが、年に２回ある主な取引

先との単価更新で労務費や燃料費が改善されたため、売上、利益ともに対前年比増となった。給与改

定による支出増で賞与月は対前年で減益だが、それ以外で増益となっている。下期の売上げは一定程

度確保できる見込み。ただ、主な取引先が給与改定により更に給与を増額としたため、弊社も給与改

定を行い減益方向。（運輸業） 

・ 来年度は新卒 40名程度の採用を予定。転勤をしたくない社員の希望にあわせた制度に改正した。そ

のほか、各種福利厚生を充実させている。また、地元高校生の夏休み期間中にアルバイトとして採用

し、卒業後に就職に繋がるケースがある。(運輸業)   

・ 今年度の新卒採用者はなく、中途採用も少ない。来年度の新規採用も未定で、高齢化と慢性的な人

員不足が課題。正直全く人が足りていない。人材確保のため、全道各地の学校訪問を実施しており、

12 月には青森県にも採用活動に行く。外国人雇用は将来的には検討していく予定。女性の雇用も増や

していきたいと考えている。（運輸業） 

・ 技能職はもちろん、管理職の人材も不足している。仕事の依頼はあるが人が足りないため受注がで

きない。省力化に向けて、少しずつ機械化へシフトチェンジを図るよう 、顧客と話をしている。（運

輸業） 

 

【サービス業】 

・ 宿泊客はコロナ禍前より大幅に増加。外国人客も多く、冬場は特に韓国人が多い。来年度は 5 名程

度の採用を予定しているが、増加する韓国人観光客に対応するため、韓国人従業員も雇用する。人材

確保のため高卒の初任給を大幅に増額し、福利厚生の充実のため、社食や住宅補助も拡充する。(宿泊

業)  

・ 売上はコロナ禍以前の水準まで戻ってきたが、団体利用は減少しており、宴会場が 30 人の満席にな

ることは少なくなった。売上は減少傾向だが、メインの焼鳥が 1本 100 円台の商売なので、大幅な値

上げは出来ない。（飲食業） 

・ 近隣の飲食店は最低賃金で雇っているところもある中、当社は以前から 1,200 円で時給を出してい

るので、待遇は良い方だと思う。ハローワークで求人募集しても応募がないので、タイミーを活用し

たところ、近隣の町から応募があった。手数料は取られるが、使い勝手はよいと感じている。スポッ

ト的に来てくれた人が、そのまま働いてくれればよい。（飲食業） 

・ 物価高に関しては、食材保管用の倉庫もあるので、電気代高騰の影響が一番大きい。今後ふるさと

納税の返礼品や、どさんこプラザのテスト販売、振興局主催のフェアに参加するなど販路を拡大した

い。（飲食業） 

・ 人件費や原材料費は上がってきているが、新しく始めた飲食店の売上が順調に推移しており、前期

より売上が大きく伸びる見込みである。（不動産代理業・仲介業） 

・ 飲食店から人手不足の相談がなくなった。理由としては、人手が足りていないが、募集しても応募

がないからあきらめてしまっているような気もする。昨年同様、コロナ禍後も宴会需要は回復してい

ない。しかし、道の駅への来客は順調に増えているようで、来年以降は温泉カフェの新設があるため、

更なる集客を期待したい。（商工会） 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

２ 道内金融機関から見た地域景況感（10-12月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調 低調

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

次期の業況見通しは、建設業で「やや好調」、
製造業・小売業・サービス業・不動産業で「普
通」となるが、卸売業で「やや低調」となり、全体
の業況判断DIが3.6の「普通」となっていることか
ら、今期の景況感「やや好調」から「下降傾向」
と判断した。

空知信用金庫

今期のDIは1.1と前期より3.8ポイント下降したも
のの、2期連続でプラス圏を維持。業種別に見る
と、製造・小売・農業で上昇し、他の5業種は下
降。売上高DIは7.0と前期比1.1ポイント改善し、
製造・卸売・建設・不動産・農業で上昇、小売・
サービス・運輸業で下降。収益DIは0.6と前期比
8.7ポイント上昇、製造・運輸業で下降となった
が、他6業種はいずれも上昇している。

来期の予想DIは△18.1で今期よりも悪化となる
見通しである。業種別では不動産業で上昇、卸
売業で横ばい、他の6業種で下降を見込んでい
る。主要指標は、いずれも前年同期比やや改善
しているが、経営上の問題として人材不足、売
上の停滞、商圏人口の減少が常に上位にラン
クされ、先行きへの不安が数値に反映された。

北海道信用金庫

今期の景気動向調査では、卸売業・サービス業
で「普通」、製造業・小売業・不動産業で「やや好
調」、建設業で「好調」となり、全体の業況判断DI
が11.4となっていることから「やや好調」と判断し
た。

北空知信用金庫

北門信用金庫

伊達信用金庫

製造業のみ横ばい、その他の業種は悪化を見
込んでいる。
全体的なDIも19.8ポイント悪化する見通しである
ことから、「下降傾向」と判断した。

景気動向調査の結果、業況DIが低下する見通
しであることから「下降傾向」と判断した。

物価高騰、人員不足等の影響により、収益確保
については前期から変わらず、今後も厳しい状
態が続く見通しである。

当金庫の景気動向調査によると、生産動向は総
じて悪化し、消費動向は卸・小売業（その他販
売）とサービス業（自動車修理販売関連）では改
善がみられるが、卸・小売業（食料品販売）と卸・
小売業（衣料品販売）、サービス業（その他）は
悪化している。
また、物価高騰や原油価格高騰が消費者の購
買意欲低下や生産・売上の停滞に影響している
ことを鑑み、「やや低調」と判断した。

景気動向調査による業況DIは前期と比較して△
10.6ポイント低下し△12.6となったため「やや低
調」と判断した。
生産動向について、製造業で業況DIが低下して
おり「やや低調」、消費動向については、小売業
及びサービス業で業況DIが低下したことから「や
や低調」と判断した。

サービス業は人流も活発になり、年末年始の観
光客予約状況は好調に推移、製造業は依然とし
て原料高騰が続いているが、販路拡大等により
徐々に収益は改善されている。
しかし、建設業は公共工事が減少、民間工事が
主体となっていることから減収傾向である。
業種によって違いはあるものの、全体的に収益
体制は大きく変化しておらず「普通」と判断した。



【景況感の推移】

R6-Ⅱ R6-Ⅲ R6-Ⅳ

北海道信用金庫

R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ

空知信用金庫

北空知信用金庫

北門信用金庫

伊達信用金庫

苫小牧信用金庫

室蘭信用金庫

日高信用金庫

苫小牧信用金庫

室蘭信用金庫

日高信用金庫

同調査によると、次期については良いとする企
業8.3％に対して、悪いとする企業は39.7％。DI
は△31.4。今期実績に比べ17.0ポイント後退の
見通しとなったが、前年同期と同水準の見通し
であり、前期同様「変わらない」と判断した。

全業種で20ポイント以上悪化しマイナス水準と
なる見込み。業種別でもすべての業種で悪化の
見込み。
原材料の高騰や売上の停滞で厳しい状況の
中、道外資本の24時間営業のチェーン店や営
業地域外から大手企業が参入により来店客の
減少や価格競争で苦戦を強いられることから、
「下降傾向」と判断した。

次期の予想業況判断DIは△33.1と、今期実績
比20.8ポイント下降の見通し。業種別に見ると、
全ての業種で下降を見通しており、特に製造業
と卸売業の下降ポイント幅が大きい。総合的な
景況感は「下降傾向」と判断した。

今期の景気動向調査によると、業況判断指数は
良いとする企業16.1％に対して、悪いとする企業
は30.5％。DIは前期から4.6ポイント後退し△
14.4。前期改善した小売業・サービス業で大きく
後退したが、製造業・卸売業・建設業・運輸業は
改善傾向にあり、景況感の総合評価は前期同
様「普通」と判断した。また、生産動向は製造業
の業況が改善傾向にあることから、前期の「や
や低調」から「普通」と判断。消費動向は小売
業・サービス業が低迷しており、前期の「普通」
から「やや低調」と判断した。

全業種DIが8ポイントと前回調査から1ポイント増
加し、3期連続で増加、前期から引き続きプラス
の水準を維持しているため「やや好調」と判断し
た。
業種別では生産動向において、前回調査より卸
売業が20ポイント以上大きく良化したが、製造業
が7ポイントの悪化によりマイナス水準となった
ため「好調」、消費動向においてもサービス業で
3ポイント悪化したものの、依然プラス水準で推
移していることから「やや好調」と判断した。

今期の業況DIは△12.3と、前期と同水準となっ
た。DI数値は製造業が上昇、建設業は同水準、
他の業種は下降、前期と同水準から「普通」と判
断した。消費動向は物価の高騰が続いており
「やや低調」と判断する。
業種別の業況判断DIは、製造業△17.7（前期△
28.5）、建設業0.0（同0.0）、卸売業△12.5（同
0.0）、小売業△15.1（同△13.1）、サービス業△
17.2（同△10.3）となった。



R6-Ⅳ

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

R3-Ⅳ R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ

△ 30 △ 4 1 1

R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

0 2 △ 19 △ 4 △ 28 △ 11

△ 2 △ 2

建設業 △ 23 △ 20 △ 12 △ 12 △ 24 △ 6 0

△ 2 6 5 0 △ 4 △ 7全業種 △ 10

△ 11

△ 13 △ 7

卸売・小売業 △ 6 △ 47 2 12 8 △ 2 5

△ 14 △ 17 △ 11 3 △ 8 △ 21製造業 △ 9 △ 36 △ 25 △ 19 △ 7

△ 30 7 4 0

10 △ 9 △ 9 △ 22 △ 6

17 9 10 10 10 6

13 6

サービス業 △ 11 △ 21 0 9 10 12 19

△ 18 10 △ 7 △ 20 △ 10 △ 13運輸業 △ 4

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

（右軸：前年同月比（差）：％）
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